
1 きまりある生活のために

（１） 一日の生活

○ 早寝、早起き、食事、おやつ、あそび、休息（昼寝）など、規則正しく過ごしましょう。

○ 外あそび（公園、家の近所、友達の家など）に出かけたら午後5時までには帰りましょう。

（２） 家庭でのしつけ

○ 気持ちのよい挨拶をしましょう。

○ 自分のことは自分でしましょう。 　（身の回りの始末、遊んだものの片付け、衣服の着脱など）

夏休みの行事カレンダー ○ お金の無駄遣いはやめましょう。

日 土 ○ 食事のマナーをまもりましょう。（姿勢、食べ方、箸の持ち方、食べこぼしをしない）

17 23

2 健康な生活のために

（１） 歯みがき、洗顔、手洗い、うがいなど毎日しましょう。

24 30 　 （２） 十分な睡眠と休息をとりましょう。 睡眠時間10時間前後が適当です。

（３） 病気の予防と治療

31 6 ○ 戸外では帽子をかぶり、長く遊ばないようにしましょう。

家庭訪問（～８/９まで）

○ ○ 虫歯等、疾病の治療は休み中に済ませましょう。

7 13

閉庁 3 安全な生活のために
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　入園・進級当初は不安そうだった子どもたちも園生活に徐々になれ、集団生活の中でいろいろな経験を通し
て、気の合う友だちを見つけ、自分なりに好きな遊びを楽しむようになりました。保護者の皆様にも園行事など
で様々なことで協力していただきました。本当にありがとうございました。いよいよ、夏休みが始まります。夏休
みにしかできない子どもたちとの楽しい思い出をたくさん作ってほしいと思っています。2学期の始業式では、元
気いっぱいの子どもたちの笑顔に会えることを楽しみにしています。
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閉庁 3 安全な生活のために

14 20 （１） 交通事故防止

閉庁 ○ 交通ルールを必ず守り、横断歩道を渡りましょう。 ○ 幼児の道路での自転車乗りは禁止です。

21 27 ○ 道路で遊んだり、道路に飛び出したりしてはいけません。

（２） 誘拐等の事故防止

28 3 ○ 外出する時は必ず保護者同伴で出かけましょう。 ○知らない人にはついていかないようにしましょう。

○ 自分の子どもが今どこで何をしているか知っておきましょう。

（３） 遊び場について

＜８月８日（月）の諸費納入について＞ ○ 川、土手、墓地、石碑のそば、道路など、危険な場所で遊んではいけません。

９時～１２時の間、幼稚園職員室へお持ち下さい。 ○ 道路に落ちているお菓子や飲み物を口に入れてはいけません。

金額は諸費徴収袋をご覧下さい。おつりのいらないようご協力よろしくお願いします。 ○ 子どもだけで公園などで遊んではいけません。

＜８月２５日（木）の園庭開放について＞ （４） 火災防止

未就園児を対象に園庭開放を行います。プールも利用できます。 ○

参加希望の方は８月２２日（月）までに予約をされて下さい。

＜８月３０日（火）の始業式について＞ （５） 水難事故防止

登園 8時３０分～8時５０分 ○ プール、海水浴、魚釣りなどは必ず保護者が同伴してください。

降園　　たんぽぽ 　　 ○ 無理のない計画を立てましょう。

すみれ 4 その他

さくら ○ ﾃﾚﾋﾞ、ﾗｼﾞｵでは幼児向けの番組が放送されます。内容・時間等は親子で考えてみて下さい。

子どもだけで花火をしたり、マッチを使ったりしてはいけません。花火をする時は注意書きをよく読
み、保護者同伴で安全に気をつけて行ないましょう。水、バケツ等、消火の準備をしておきましょう。
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トプスはつよい

ひよこちゃん ごきげんのわるい
コックさん

おじいさんと
おばけ

びっくりピクニック にじいろの
しまうま 台風がきたぞ

7月のファミリーティー

チャーで読まれた絵本

＜７月の交通指導より＞

あいさつはできるようになってきましたが、横断歩道の渡り

もりのおふろ トプスはつよい
おにいちゃん

方があまりできていなかったようです。事故防止のために交

通ルールを守って渡りましょう。


